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２０年度上期 半期受注高が過去最高 

 

 ２０年度の当社の上半期の受注高は１２７億円（対前年同期比：１１５．７％）となり、

半期での受注高が過去最高となった。地区別では関西地区と東北地区が半期で過去最高の受

注高となった。 

 上期の受注棟数は９２棟、受注床面積２２．７万㎡、一棟当りの平均床面積２４６３㎡と

なり、平均床面積も過去最大となった。 

２０１９年度より販売を開始した大規模建築物に対応可能な「ＳＵＭＩＳＹＳ ＮＥＯ」

の受注が上期で７棟と好調に推移しており、受注高及び平均床面積の拡大に寄与している。 

 従来からの「地域に密着した営業体制」、「会員と連携したビジネススタイル」に加え、コ

スト・工期が読みづらい現況下で、その点が明確にできるというメリットも建築主のニーズ

にマッチしている。 

今秋発表された「ＳＵＭＩＳＹＳ ＮＥＯ ＰｈａｓｅⅢ」の投入により、２０２０年度

の受注高は２５０億円を見込む。 

 

    

物件名／「株式会社こしじ販売 ライスセンター建設工事」 建設地／岩手県胆沢郡 

商品名／トレオ 建築主／株式会社こしじ販売様 施工者／板谷建設株式会社様 


